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平田研究室

響き合う活動

えて風景にできないかなども議論した。もちろんこうした実験
的な空間をきちんと作り使いこなしていくところまでが設計行
為である。
　そこにある環境を観察し、今まで意識の外にあった見えない
事象やものたちの秩序やその関係性を設計のきっかけとするよ
うな考え方は、「ものの響き」として設定したスタジオ課題の
テーマとも共通する。据えづらい抽象的で動的なテーマを設計
手法としてたぐり寄せるために思考のフレームを自ら考案して
設計しきる必要があり、しなやかさと屈強さが同時に必要だっ
た難題をうまく乗りこなしてくれたと思う。
　近年は、主宰している公開ゼミ「宵山ゼミ」で設定したテー
マが「うごめくもの」だったことや去年ゼミで輪読した「生物
の世界（今西錦司著、1972 年）」にける棲み分けの理論などが、
こうした設計をとりまく思想に深みを与えてきたとも感じてい
る。時に実務として、研究として、思想として、複数の視点か
ら互いの意味や理解を深めあうような活動がネットワーク状に
存在しているのが研究室活動の総体らしきものである。これら
の響き合いの種が重い扉を越えて、今後社会に広がっていくこ
とを望んでいる。

　私が学生の頃の桂キャンパスの研究室は、黒い扉が重苦しく
室内の活動の様子が伺い知れなかった印象が深く心に残ってい
たが、時を経て教員としてキャンパスに戻ると各々の研究室ご
とに扉を開きっ放しにしたり、暖簾をかけたりと、使い手側の
工夫によって環境的な制約を乗り越えているユニークな様子に
目が行くようになった。設計者の計画のあり方と使い手の自由
との関係については長く建築設計の分野でも議論されてきた事
であるが、研究室活動として携わってきた「北大路プロジェク
ト」「桂の庭プロジェクト」や今期の取り組みである「研究室
のリニューアル設計」は、むしろ学生自身が「設計者」であり「使
い手」でもあることの葛藤を実感しながら取組んでいる設計実
務のプロジェクトである。
　クライアントや設計与件も不在であるため自分たち自身で

「何を設計するべきか」という自分たち自身への問いかけから
スタートし、「使いやすい空間を上手に設計する」ということ
と、今建築設計を行う上で向きあうべき視座を同時に模索して
きた。例えば、捨てる予定だった既存のオフィス家具をあえて
リニューアルの材料として再利用できないかと材料の意味から
問うことや、散らかりがちな模型材料の物量自体を肯定的に捉

ゼミの様子

助教　岩瀬 諒子



Project

traverse24 89

を備えた可動什器を複数設計し研究室にあふれるモノに囲まれ
た空間を構想する方向である。案⑤〜⑦、図１に見られるよう
に滞在人数や場面変化への対応が容易である点や、モノに囲ま
れて製作を行うという創造作業上での優位性に特徴がある。ま
た図１に関連が示されているように、プロジェクトを通して模
型を中心としたスタディ・エスキスを継続したことで各案同士
の影響があったことも特徴の一つである。模型を囲んでのエス
キスでは平田教授、岩瀬助教から具体的な助言を頂く中で展開
の方向について様々な案から影響を受け、次の展開へとつなげ
ることができた。

平田研修士学生により研究室の改装プロジェクトに取り組ん
だ。プロジェクトを進めるにあたり設計系研究室の特性を再確
認する事が求められた。主に、１. 模型の作成を行う２. 材料や
道具、過去の模型との関係３. 時期によって使い方が変化する
等の点が挙げられた。このような背景を踏まえた上で「設計を
行う研究室がどのような創造の空間・場であるべきか」という
テーマを中心として、各案は結果として２つの大きな方向に分
かれた。一つは模型や道具を床下や天井に収納し、アイレベル
での抜けや生活領域の広がりを確保する方向性である。この方
向性は案①〜案④にあるようにいずれも 3200㎜という天井の
高さを生かした案となっている。他方２つ目の方向は収納機能

平田研究室改装プロジェクト
修士課程一回生　神田 晋大朗

案①浮く床案　様々な高さに設定された床面を設計することで、研究室に多く存在す
る模型材料や道具類の収納スペースを床下に確保しつつ様々な個別の場を生む案。使い
方によって床にも腰掛にも机にもなり得る様々な高さのスラブによって自由な使い方が
想定される。後述の案④など、高さが重要な要素となる計画案と親和性が高く、今後融
合案が考えられる余地がある。

案②カーテン案　3200㎜の高さをもつカーテンによる空間変化を考える案。オープ
ンゼミ時など一体的な室利用の可能性を担保しつつ、利用者が必要に応じた視角的な制
御を行うことで、物理的距離以上の人同士の心理的距離をつくり出せるという特性を考
える。研究室で想定される様々な種類、スケールの行動を考慮したうえで最適だと考え
られるカーテンの引き方を試行錯誤する。

案③吊り棚案　天井高さを生かし道具や進行模型を置く棚を吊る案。スタディでは動
線や吊り棚へのアクセス上効率的な吊り棚の配置を試行錯誤したほか、入口から見たと
きに吊り棚の模型等がアイストップとして働くことなどが考えられた。また壁に沿う形
でフリーアドレスの作業机を巡らせることで室面積の効率的な利用を図った。天井面そ
のものを吊り天井に見立てることで、案④へと発展した。

案④天井裏収納案　既存吊り天井面を部分的に抜くことでアプローチを確保し吊り
棚として使う案。その際 3200㎜の天井面へのアプローチのために 1200 〜 1300㎜程
度の土台高さが必要になり、スタディの結果として階段棚兼立ち机のような家具を用い
て計画することに至った。この階段棚は壁面に向かってめぐる作業机スぺ－スの目隠し
的な意味も持つような配置となっている。

案⑤ブリコラージュ案　改装する際に既に研究室にある机や家具をどうするのかと
いう問題に対し、廃棄するのではなくそれらにしかできない新しいモノを考える案。既
存の物を複数組み合わせることで元の使われ方とは全く別の新しい価値（模型や道具を
収納・展示できるような様々なニッチ等）を見出しながらスタディを進めた。結果とし
て複雑な凹凸をともなった山車のような什器が考えられた。

案⑥道具アクセス案　立体的なフレームを立ち上げ道具や材料などモノの配置で全
体をつくる案。立体的にモノを収納することで高さ方向を活用し、モノの居場所による
３次元的なゾーニングを行うと同時に床レベルに自由度を残す。モノを中心に考える方
向性が案⑤や案⑦へと引き継がれた。

案⑦動く什器案　研究室に多数存在する道具や模型材料を収納できる可動什器によっ
て自由度を残しつつ室空間を区切っていく案。什器がひだを形成し、裏表両面を利用で
きる設えとする。モノにあふれる創造・製作の場の迫力を活かすことを考えた。
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・空間を細かく固定的に区切りすぎている
・強くデザインしすぎるとその良さしか出ず、
広　く使えないなど問題が出てくる

天井から吊り下げる棚に模型や道具を収納する。壁に沿ってめぐる机配置を取ることで空間の利用効率を上げる

椅子のようなものが集まって大きな什器になる 抜けと囲まれた場所 可動間仕切りにモノを収納

既に研究室で使われているものを再利用し、山車のような什器をつくる。そ

れぞれの物がもつ特性や既製品ならではの均質なディテールを活かしてブリ

コラージュし新しい意味性を考える。

平田研の過去模型に囲まれた空間に平田研の過去模型に囲まれた空間に

天井から吊り下げる棚に模型や道具を収納する。壁に沿ってめぐる机配置を取ることで空間の利用効率を上げる天井から吊り下げる棚に模型や道具を収納する。壁に沿ってめぐる机配置を取ることで空間の利用効率を上げる

椅子のようなものが集まって大きな什器になる 抜けと囲まれた場所 可動間仕切りにモノを収納

既に研究室で使われているものを再利用し、山車のような什器をつくる。そ

案⑥　道具アクセス案

案①　床を浮かせる案

案③ 吊り棚案

案⑦　動く什器案

案⑤　ブリコラージュ案

さまざまに浮いた面が椅子にも机にもなる。スラブ下を収納として活用することで視線の抜けが確保される。

モノの配置で全体をつくる。

立体的に組まれたフレーム内

にモノを収納することで高さ

方向を活用し、モノの居場所

によるゾーニングを行うと同

時に床レベルに自由度を残す。

・大きい机が欲しい　・フレームの印象が強い ・固定的なモノが多く全体を大きく使えない
・細かい居場所を 1 対 1 的に計画しすぎている

可動什器で空間を自由に

仕切る案。什器がひだを

形成し、裏表両面を利用

できる設えとする。什器

が動くことによるシーン

の変化を考慮した。

・もっと大きな迫力のある山車のようなものにできないか　・動きによる空間の変化をよりダイナミックにできないか

・天井裏面にそのまま収納できるのでは

天井面を部分的に抜くことで裏面にそのまま模型を収納する。天井面へのアクセスのために

高さ 1200 ㎜程度の面が必要となり、階段棚兼立ち机のような家具が生まれる。

高さ方向を考える

物の集合が

山車のよう

な迫力をも

つ

案④　天井裏収納案

案②　カーテン案

・もっと大きな迫力のある山車のようなものにできないか　・動きによる空間の変化をよりダイナミックにできないか

高さを活かしカーテンによる空間変化を考える。物理的距離以上に

人同士の心理的距離をつくりだせるという特性を活かす案。
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・天井裏面にそのまま収納できるのでは

天井面を部分的に抜くことで裏面にそのまま模型を収納する。天井面へのアクセスのために

高さ 1200 ㎜程度の面が必要となり、階段棚兼立ち机のような家具が生まれる。

高さ方向を考える

物の集合が

山車のよう

な迫力をも

つ

天井面を部分的に抜くことで裏面にそのまま模型を収納する。天井面へのアクセスのために天井面を部分的に抜くことで裏面にそのまま模型を収納する。天井面へのアクセスのために案④　天井裏収納案

案②　カーテン案

・もっと大きな迫力のある山車のようなものにできないか　・動きによる空間の変化をよりダイナミックにできないか

高さを活かしカーテンによる空間変化を考える。物理的距離以上に

人同士の心理的距離をつくりだせるという特性を活かす案。
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三回生まで、私は実家のある奈良県から吉田キャンパスまで
毎日およそ 48km の道のりを、片道１時間半かけて通っていた。
朝学校に行き、夕方アルバイトをしに一度帰宅。そして設計課
題を進めるため、終電でもう一度学校に行くという生活が２年
ほど続いていた。そんな生活をしているうち、イエという概念
が次第に希薄になっていた。家に帰ってやることと言えば、寝
ること、風呂に入ることくらい。毎日そうした行為を済ませる
ためだけに滞在している家の中での記憶よりも、移動中に車窓
を眺めながら思索にふける時間のほうが、自分にとって意味の
ある時間となっていった。
「こんな人間が、家を設計していいのか。」
そんな葛藤から、この設計は始まった。

時速 32km のイエ
 四回生 乾 翔太

移動と定住、その先へ
以下、「家」と「イエ」という表記を用いる。前者は建築そ

のものとしてのいえ
0 0

、英語で言うところの “house” にあたり、
後者は精神的なよりどころとしてのいえ

0 0

、“home” を指す。
忙しい現代人にとって、イエは定住のための場というよりも、

「寝るための箱」であると考える。例に漏れず、筆者もその一
人である。そこで、現代人の生活とイエをもっと響かせたいと
考えた。 イエは定住のための場であるが、それが形骸化して
いる現在、 日々行われる家と目的地の往復運動である移動こそ
が、我々の生活をゆたかにするのではないかと考える。移動中
に車窓を眺めながら、夕方家路につくいつもの道で、考えたこ
と、感じたことは、イエの中で過ごし続けるよりもはるかに刺
激的でしばしば生活に大きな変化をもたらすことがある。各個
人が持つそれぞれの「移動の経験」が、イエの中でも再現でき
れば、イエは「寝るための箱」という状態を脱することが可能
なのではないだろうか。

設計対象
　移動の経験をイエという形式で再現するにあたり、移動中に
流れてゆく風景を抽象化し、それをエレメントとして家を構成
する。これによって、移動中の思考のめぐりや回想を疑似的に
つくりあげることを目指す。
今回設計対象としたのは、自分自身の移動の記憶である。一回
生から三回生までの３年間、合計 1000 回以上にわたって往復
してきた奈良県の自宅から吉田キャンパスまでの 48km の通
学路を参照し、移動の記憶が響きあう一軒のイエを設計した。

プロセス
設計にあたり、Step1 として、通学路の風景を俯瞰的に分析

するため、通学路の楽譜のようなものを作成した。（図１）楽
譜と呼んでいるのは、これを通じて通学路の経験が追体験でき
ることを目標として作成したためである。続いて Step2 として、
通学路における様々なエレメントを抽出し、それらを８つの感
情を用いて分析した。（図２）

各風景がもつ感情をチャート化し、より多くの感情を引き起
こす風景を抽出、通学路の風景のなかでも重要な要素として重
みづけを行った。

チャート化し、３つの階級に分類された通学路のエレメント
は、それぞれ抽象化の過程を経て、一軒の家を構成するための
パーツとなる。

図３に示す通り、各階級のエレメントは全て抽象化という共
通の操作が行われているものの、その度合いが異なる。分析に
よって特に多くの感情と結びついているとされた通学路におけ
る支配的な要素ほど、抽象化の度合いが大きく、もはや第三者
がみれば参照した風景は感じ取れないかもしれない。しかし、
この操作こそが、「ものの響き」には重要ではないかと考える。 

プロローグ

図１　通学路の楽譜
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展望
この建築は、筆者自身の記憶からのみ創造された、きわめて

独善的なものであるが、現代の「寝るための箱」を解体するヒ
ントがあると考えている。今まで交わらなかった移動と定住と
いう２つの行為の関係性を構築し、各個人がもつ移動の風景を
代入すれば、住まい手にとってより能動的に働きかける家が誕
生する。そんな新しい住宅を作るための手法の提案である。

図３　階級ごとの抽象化

風景をそのまま移植するような操作では、その光景を見た際
にある固定化された認識しか想起されない。風景 A と風景 B
を抽象化し、それらを混ぜ合わせた立体 X こそが、「A にも見
えるし B にも見える」という状態を達成し、多義性（≒響き）
を獲得するのではないか。

図４　イエと通学路の風景の響き合い

図２　エレメントの分析

図５　スタジオ課題の展示風景階級ごとの抽象化
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市として、加古川で使われなくなるゴミを 4 つの段階を踏み
ながら響き合わせ、新たな役割を与えていく。新たな役割を得
たまちの「ゴミ」を見た人は、元々の使われ方、世の中の響き
あいにも気付いていく。
〈社会に対して〉
住宅など、小さなスケールのものではブリコラージュは実践

されている。これを公共建築で行うことで、解体と廃棄という
直結する流れに時間的猶予を与える。

この住宅の存在によって、公共建築が解体される際に、他の
利用法はないか一考の余地がもたらされる。

この世界は響きに満ち溢れている。
緑の生い茂る山を背に、どことなく山並みにのようにも見え

るアーチを持つ橋。空や水の色に溶け込むような水色のその橋
は、水道管としても使われる水管橋で、川を吹き抜ける風を浴
びながら自転車で駆け抜けることもできる。海の方に目をやる
と、製鉄所の赤と白の煙突が聳え立ち、先からは煙がもくもく。
くたびれたような汚れによって色はくすみ、風景の中に当たり
前のように紛れ込む。

人は、響きあう世界のことを見ているようで見ていない。
解体される、あるいは使われなくなってしまう公共建築物は

ある種の「ゴミ」といえる。この「ゴミ」を寄せ集めながら次
第に人が棲みついていく過程を表記する。敷地を兵庫県加古川

四回生　関口 知輝

phase 1 もらう

加古川のまちで、要らなくなったもの、解体される
もの、使われていないものをもらう。

phase 2 切る、置く
それぞれのものが「それ性」を失わないように、大
きな構築物はある高さ、長さをもって切る。また、「そ
れ性」が維持される高さに置く。この高さや長さが
維持されることによって、「それ性」が残ることが
担保される。
こうして置かれたものを、断片と呼ぶ。

phase 3 ぼかす

置かれた断片は、「それ性」が強く残っている。こ
れがある見方では曖昧になるような、ある見方では
強く残るように部分的に切断したり、回転させたり
する。こうすることによって、断片のもつ「それ性」
に幅がうまれ、その断片がどのように使われていた
のか、日常においてどんな使われ方をするものなの
かを考えるきっかけとなる。

phase 4 住みこなす

以上を経て住宅として住みこなしていく。ここでは
建築的操作も加えている。スラブの配置、階段の設
置、膜を張るなどの操作によって住む空間を形づく
る。

手順

神戸製鋼　加古川製鉄所

第一高炉　解体着手

水管橋解体（建て替え）

寺家町商店街　改修工事着手

旧加古川町公会堂　解体

空地用簡易柵　撤去

信号取り換え

2024

2025

2027

2029

2030

2035

2038

煙突　phase2

煙突　phase3̃4

煙突　phase4

水管橋　phase2

煙突　phase4

水管橋　phase4

簡易柵　phase4

アーケード　phase4

閉店店舗屋根　phase4

消防用はしご　phase4

ステンドグラス　phase4

信号機　phase4

コンクリート壁　phase4

バス停　phase4

寄せ集めの家　－「ゴミ」 の響き－
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